




Ⅰ.緒言

ステロイドホルモン剤(以下ス剤)によって治療が容易になったと思われる

minimal change 型のネフローゼ症候群(以下ネ症)のなかにあって,薬剤に抵抗

するものが知られるに至り,この中に組織像として糸球体の focal sclerosing

lesion が注目されている。ネ症における foca1 glomerular sclerosis(FGS)の

病態の解明を企て,臨床例の分析を試みた。


